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言葉と表 χが１増えたときのｙの増加量

（変化の割合） １－０＝１ ４－２＝２ （変化の割合）
ｙの増加量 ｙの増加量

＝ χが１増える χが２増える ＝
χの増加量 χの増加量

５－１ １７－９
＝ ＝

１－０ χ ０ １ ２ ３ ４ ４－２
８

＝ ４ ｙ １ ５ ９ １３ １７ ＝
２

＝ ４
（切片）＝ １ ｙが４増える ｙが８増える

χ＝０のとき ５－１＝４ １７－９＝８
の y の値

言葉と式 変化の割合 （χが１増えたときのｙの増加量）
２ → ｙの増加量
１ → χの増加量

ｙ＝２χｰ３ 変化の割合 χが５増えると、
－３ →ｙの増加量 ｙが－３増える
５ →χの増加量 （ｙが３減る）

切片は－３

切片はχ＝０のときのｙの値だから ３
ｙ＝－ χ＋５

式 ｙ＝２χ－３に、χ＝０を代入 ５

ｙ＝２×０－３
＝０－３ 切片は＋５
＝－３

χ＝０のときのｙの値

言葉とグラフ
ｙ 変化の割合

（χが１増えたときのｙの増加量）
４

ｙの増加量 ２
３ ＝ ＝２

χの増加量 １
２ ｙ

１
１ １ ２ ３３４

０ χ 変化の割合
χ ｙの増加量 －４

０ １ ２ ３ －１ ＝
χの増加量 ３

－２ ４
＝－

切片は－１ －３ ３
（χ＝０のときのｙの値）

χが１増えると、

ｙが２増えている

χが３増えるとｙが－４増える
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表と式
（方法１）変化の割合と切片から （方法２）連立方程式を使って

ｙ＝（変化の割合）×χ＋（切片） 求める式をｙ＝ａχ＋ｂ…①とおく
ｙ＝ ４χ＋１ （１，５）を通るから

５－１ ５＝ａ＋ｂ …②
変化の割合＝ （２，９）を通るから

１－０ ９＝２ａ＋ｂ …③
＝ ４

③－②より ９＝２ａ＋ｂ
－） ５＝ ａ＋ｂ

χ ０ １ ２ ３ ４ ４＝ ａ
これを②に代入すると、

ｙ １ ５ ９ １３ １７ ５＝４＋ｂ
５－４＝ｂ

切片は１ １＝ｂ
（χ＝０のときのｙの値） ａ＝４，ｂ＝１を①に代入すると

ｙ＝４χ＋１

式とグラフ
ｙ １次関数の式

ｙ＝（変化の割合）×χ＋（切片）
４ ＝ ２χ－１

３
切片は１

２ ｙ １次関数の式
１ ｙ＝（変化の割合）× χ＋（切片）

１ １ ２ ３３４ －４
χ ０ ＝ χ＋１

χ ０ ３
１ ２ ３ －１ ４

＝－ χ＋１
－２ ３

切片は－１ －３
（χ＝０のときのｙの値）

表とグラフ （方法１）２点の座標を記入してグラフをかく
ｙ 【かきかた】

χが２増える ５ ● ①（０，１）、（２，５）の座標をとる
４
３ ②２点を通る直線をひく
２

χ ０ … ２ １●
χ

ｙ １ … ５ ０ １ ２ ３ ４ ５
（方法２）切片と傾きからグラフをかく

ｙ 【かきかた】
５ ● ①切片（０，１）の座標をとる

ｙが４増える ４ ②切片からχが２増
３ えると、ｙが４増え
２ る点をとる
１● ③２点を通る直線をひく

０ １ ２ ３ ４ ５

χが１増えると、

ｙが２増えている

χが３増えるとｙが－４増える


